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公
益
財
団
法
人
と
し
て
今
年
も
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
賃
貸
住
宅
の
居
住
環
境
向
上
へ
努
め
ま
す
。

「インテックス大阪」
「賃貸住宅フェア」内
（午前 10 時～午後 5時
まで）

大阪市営地下鉄「中ふ
頭」駅下車すぐ。大阪
駅前からのバス便もあ
ります。

大阪府支部 会場・時間

会場・時間

会場・時間

会場・時間

会場・時間

会場・時間

交通便 特 徴

10
木曜日 /金曜日9～10／

京都府支部 交通便 特 徴

10
土曜日25／

「京都市商工会議所講堂」
地下鉄丸太町駅すぐの
都心の会場。
（午後 1時 30 分～4時 30 分）

地下鉄烏丸線丸太町駅
から会場へ直接通じる
利便性。

市民によく知られている会場。地元行政から
街づくりや助成について賃貸経営に直結する
詳しい報告があります。リクルート社からの
リフォーム効果に関した講演も。

兵庫県支部 交通便 特 徴

10
土曜日18／

「神戸国際会館」。神戸
市を代表するターミナ
ル「三宮」から至近距
離。（午後 1時 30 分から）

JR、阪神、阪急、地下
鉄の三宮駅から 5分以
内。他府県からでも便
利。

「後継者に繋ぐ経営のポイント」を福岡相続
サポートセンター江頭寛社長の講演で。
事例を用いて幅広い内容でわかりやすく説明。

滋賀県支部 交通便 特 徴

10
土曜日25／

「草津市立まちづくりセ
ンター」。県民の知名度
の高い会場。
（午後 1時 30 分から）

JR 草津駅西口から約
200m。ホテルなど都市
施設の並ぶ一角。

地元のオーナーが最も関心のあるテーマ、相続
対策で相続支援研究会副会長の松本智氏の講演。
「後継者に喜ばれる相続対策」

奈良県支部 交通便 特 徴

10
日曜日26／

「ホテル日航奈良」。JR
奈良駅西口。県内トッ
プのホテルで。（午後 1
時から）

JR奈良駅の西口で、京
都や大阪からも足の便
は良い。駐車場も完備。

「管理業務の現況とこれから」を日管協理事の
松本智氏が講演。
ここまでソフトを充実させてオーナーさんを
リードする管理業とは。

和歌山県支部 交通便 特 徴

10
土曜日18／

「和歌山ビッグ愛」。
和歌山市内の有名ホー
ル（午後 1時 30 分～
4時）（予定）

南海電車の和歌山市駅
からや JR和歌山バス
便。

例年、地元の不動産組織やオーナーの組織、
行政などと協力して地元色の強いイベント。
通年 100 名近い稼働人数の多いのが特徴。

集客数の多い全国賃貸住宅新聞社が開く「賃
貸住宅フェア」の会場内ブースを使って行う。
2日間で 2万人近くが集まる会場と多彩な内容
が魅力。総合住宅展との相乗効果も。

（予定）

２０１４
「オーナーセミナー」

各支部で開催
公益財団法人　日本賃貸住宅管理協会
近畿ブロック6支部　主催
国土交通省、地元自治体他　後援

来
場
者
増
へ
工
夫
、個
性
的
企
画・演
出
で

　

今
年
も
恒
例
の「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」が
全
国
で
開
催
さ
れ
ま
す
。近

畿
ブ
ロッ
ク
の
6
支
部
も
回
数
を
重
ね
、毎
年
独
創
的
な
内
容
で
盛
り
上
げ

に
努
力
し
、そ
の
効
果
も
出
て
、地
域
の
秋
の
イ
ベン
ト
と
し
て
知
名
度
も
定

着
し
て
き
ま
し
た
。太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
か
ら
も
力
強
い
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
。日
管
協
本
部
も
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
の
後
押
し
を

し
よ
う
と
、本
部
か
ら
人
的
派
遣
を
行
い
、行
政
か
ら
の
発
信
仲
介
や
、独

自
の
情
報
提
供
で「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」を
応
援
。〝
大
勢
の
人
に
見
て
も

ら
い
た
い
〞と
、今
年
度
は
特
に
来
場
者
増
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
、高
齢
化
社
会
へ
向
け
た
賃
貸
住
宅
の
供
給
、経
営
方
法
を
十

分
に
学
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
い
う
の
が
共
通
の
テ
ー
マ
で
す
。開
催
は
国
の

「
住
宅
月
間
」に
沿
っ
た〝
安
心・安
全・住
環
境
の
向
上
〞で
、期
間
は
10
〜

11
月
に
か
け
て
で
す
。各
支
部
は
エ
リ
ア
内
の
会
場
で
、多
く
の
来
場
が
期

待
さ
れ
る
企
画
で
臨
み
ま
す
。（
左
表
を
参
考
に
。詳
し
く
は
各
支
部
の

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載
）

12
月
5
日
開
催
に
向
け

各
支
部
代
表
が
決
ま
る

　

各
支
部
の
代
表
も
ほ
ぼ
決

ま
り
い
よ
い
よ
本
番
へ
。第
2

回
の
主
管
は
大
阪
府
支
部
で

準
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
（
公
財
）日
管
協
の
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク（
大
阪
、京
都
、兵
庫
、滋

賀
、和
歌
山
、奈
良
の
各
府
県
支

部
）が
主
催「
第
2
回
賃
貸
住

宅
管
理
業
務・成
果
発
表
大
会
＝

（
業
務
の
工
夫
と
成
果
）＝
」が

12
月
5
日（
金
）午
後
1
時
か
ら

「
新
大
阪
丸
ビ
ル
別
館
セ
ミ
ナ
ー

ホ
ー
ル
」で
行
わ
れ
ま
す
。エン
ト

リ
ー
期
限
も
済
み
、い
よ
い
よ

フ
ィ
ニッ
シ
ュへ
。第
1
回
大
会
は

京
都
府
支
部
が
主
管
し
業
界
内

で「
社
員
教
育
の
参
考
に
な
っ

た
」と
好
評
で
し
た
。（
詳
し
く

は
各
支
部
の
ペ
ー
ジ
で
）

　

今
年
度
か
ら
日
管
協
の
会

長
に
就
任
し
た
末
永
照
雄
氏

が
6
月
末
に
開
か
れ
た
近
畿

ブ
ロッ
ク
の
幹
事
会
に
出
席
、6

支
部
の
代
表
を
前
に「
初
仕
事

に
な
り
ま
し
た
」と
就
任
の
挨

拶
を
し
ま
し
た
。同
時
に
今
年

度
か
ら
副
会
長
に
な
っ
た
長
田

修
氏（
理
事
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

長
）と
新
し
く
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

の
事
務
局
長
に
就
任
し
た
吉

田
光
一氏（
前
京
都
府
支
部
長
）

の
理
事
へ
の
就
任
。ま
た
、前
・

事
務
局
長
で
理
事
の
岡
本
秀

巳
氏
が
理
事
の
任
務
を
続
行

す
る
こ
と
な
ど
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。末
永
照
雄
氏
は「
今

回
が
初
仕
事
。京
都
で
初
デ

ビ
ュ
ー
で
す
」と
各
幹
事
と
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

末
永
照
雄
日
管
協
新
会
長

･･････････ 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会
に
出
席

末永照雄会長、長田修副会長
を中に近畿ブロック幹事が並ぶ

「
第
2
回
賃
貸
住
宅
管
理
業
務・成
果
発
表
大
会
」

　

い
よ
い
よ
平
成
26
年
度
の「
賃
貸
不
動

産
経
営
管
理
士
試
験
」が
行
わ
れ
る
11
月

16
日（
日
）が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。全
国
の
11

か
所
で
一
斉
に
行
わ
れ
、受
験
者
は
長
い
講

習
期
間
を
経
て
本
番
の
日
を
迎
え
ま
す
。

試
験
会
場
は
札
幌・仙
台・東
京・横
浜・金

沢・名
古
屋・大
阪・広
島・高
松・福
岡・沖
縄
。

賃
貸
管
理
業
務
に
必
要
な
専
門
知
識
を
備

え
た
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
材
が
誕
生
し
ま
す
。管

理
業
界
に
と
って
重
要
な
試
験
で
す
。

　

主
催
は
、一般
社
団
法
人
賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士

協
議
会（
日
管
協
、全
宅
連
、全
日
な
ど
の
団
体
で
構
成
）。

迫る！
  11月16日（日）

「
賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
試
験
」

●支部別の開催内容

・ 大阪府支部
・ 兵庫県支部
・ 和歌山県支部

・ 京都府支部
・ 滋賀県支部
・ 奈良県支部
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ニ

ュ

ー

ス

・

短

信

●
空
き
家
率
、大
阪
平
均
上
回
る

　

全
国
の
空
き
家
が
つ
い
に

8
2
0
万
戸
に
。総
務
省
の
最

近
の
調
べ
で
判
明
し
た
も
の
で
、

総
住
宅
戸
数
に
占
め
る
割
合

も
13
・
5
％
と
過
去
最
高
。人

口
減
少
や
高
齢
者
の
移
住
が

空
き
家
率
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
は
14・8
％
、京
都
13・

3
％
、兵
庫
13・0
％
、奈
良
13・

8
％
、和
歌
山
は
18・1
％
、滋

賀
12
・9
％
。大
阪
、奈
良
、和

歌
山
が
全
国
平
均
を
上
回
って

い
ま
す
。

　

大
阪
府
支
部
は
今
回
の〝
大

会
〞を
成
功
さ
せ
る
た
め
、横

江
三
郎
実
行
委
員
長
を
中
心

に
着
々
と
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。出
場
企
業
は
今
の
と
こ

ろ
㈱
レ
ン
タ
ッ
ク
ス
、㈱
宅
都
プ

ロ
パ
テ
ィ
、パ
ナ
ホ
ー
ム
不
動
産

㈱
な
ど
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す

が
ま
だ
未
定
で
す
。11
月
に
行

わ
れ
る
事
前
打
ち
合
わ
せ
に

備
え
て
い
ま
す
。

　

第
2
回
目
の

〝
大
会
〞は
メ
ー
ン

テ
ー
マ「
失
敗
か
ら

学
ん
だ
私
の
教
訓

（
業
務
の
工
夫
と
成

果
）」に
沿
っ
た
数
々

の
体
験
を
当
日
1

名
が
30
分
の
範
囲

で
発
表
し
ま
す
。

参
加
資
格
は
、公
益
財
団
法
人

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会・近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
の
社
員
。賃

貸
管
理
事
業
に
限
定
せ
ず
、会

員
す
べ
て
の
業
種
が
対
象
で
す
。

　

日
頃
よ
り
地
道
な
業
務
に

専
念
し
、仕
事
に
従
事
し
て
い

る
担
当
者
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

日
常
業
務
の
成
果
を
発
表
し
、

そ
の
業
績
を
讃
え
る
事
が
目

的
。9
月
24
日（
水
）支
部
の
定

例
会
で
宅
都
プ
ロ
パ
テ
ィ
、パ
ナ

ホ
ー
ム
不
動
産
、レ
ン
タ
ッ
ク
ス

の
3
社
の
社
員
か
ら
発
表
が

行
わ
れ
、こ
の
中
か
ら
代
表
が

12
月
の
本
番
に
出
場
し
ま
す
。

〝
成
果
発
表
大
会
〞M
E
M
O

▷
開
催
日　

2
0
1
4
年
12

月
5
日（
金
）▷
開
催
会
場　

新
大
阪
丸
ビ
ル
別
館
セ
ミ
ナ
ー

ホ
ー
ル（
12
：
30
〜
17
：
00
）

▷
発
表
時
間　

各
代
表
持
ち

時
間
30
分
▷
後
援
は
国
交
省・

近
畿
地
方
整
備
局・大
阪
府
。

前
回
に
引
き
続
い
て
今
回
も

会
員
や
団
体
協
賛
金
、企
業
協

賛
金
を
募
集
。多
く
の
方
に
協

力
頂
き
ま
し
た
。こ
の
件
の
問

い
合
せ
は
大
阪
府
支
部
な
ど
、

8
面
掲
載
の
事
務
局
へ
。

大
阪
で
全
国
支
部
長
会
議

　

な
お
、12
月
4
日（
木
）に
は

2
回
目
の
日
管
協
の
全
国
支

部
長
会
議
が
大
阪
で
開
催
さ

れ
ま
す
。全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

支
部
長
が
集
ま
り
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
す
。さ
ら
に
、〝
成

果
発
表
大
会
〞へ
の
来
場
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

㈱リクルート住まいカンパニー
関西グループマネージャー

講師　三浦卓也氏

　刻 と々変化する入居者ニーズ。こ
の対応には生きた情報プラス繊細
な分析と感性が必要です。レディー
ス部会では部員が何度も企画会議
をして「最も新鮮なデータを基に参
加者がさらに工夫や創意を加えて
物件力のある部屋づくりを可能にす
るために開催する」という意図から
今回の講演会が実現しました。
　「2014年度版最新データ初公
開」の名称で、データを読み取って
ニーズに適合した部屋づくりをという
のが開催の狙いです。
　6月27日（金）午後、新大阪丸ビル
別館内の会場はほぼ満員で男性の
参加も目立ちました。
　講師はリクルート社の三浦卓也
氏。〝勝ち残れる物件になるために〟

のタイトルで、データと共に約2時間、
内容充実の講演でした。大阪府支
部長の山本肇氏やレディース部会
長の田中与志子氏が開催目的を語
り、会場からは「聞きたい」「知りた
い」という雰囲気で盛り上がりました。
　講演は部屋探しの実態にはじまり、
市場の状況を関西圏に絞って解説。
上がり続ける空室率への具体的対
処と、リノベーションの成功事例など
も加えて説明。設備や仕様の最新
のニーズとして収納の充実、風呂の
広さ、徹底した防犯対策の取り入れ、
照明の工夫。また、物件の見せ方、
写真の効果的な使い方─などにも
及びました。ネット上などでの物件の
見せ方、伝え方もこれまで以上に重
要なことを知りました。また、三浦氏は
「縁居」という言葉を通じ「新たな縁
を創る」居住スタイルを住まいのトレ
ンドとして示しました。後追いでなく、
ニーズ先取りの内容は好評でした。

　
大
阪
府
支
部
が

率
先
し
て
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た「
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
」と
い
う
名

称
の
委
員
会
活
動
。

業
界
で
注
目
さ
れ

る
企
業
を
訪
ね
、見

た
り
聞
い
た
り
、学

ん
だ
り
、交
流
し
た

り
…
。こ
の
効
果
を

自
社
で
も
生
か
そ

う
と
参
加
者
は
増

え
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
大
阪
府
支
部
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
委
員
会（
太
田
卓
利
委

員
長
）は
7
月
22
、23
の
両
日
、

九
州
、熊
本
に
本
社
を
置
く
株

式
会
社
明
和
不
動
産（
川
口
圭

介
社
長
）を
訪
問
。独
自
の
方

法
に
よ
る
経
営
で
成
功
し
、3

万
戸
を
管
理
し
全
国
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
同
社
の
事
業

方
針
や
内
容
を
川
口
圭
介
社

長
と
雄一郎
会
長
か
ら
聞
き
、

質
問
の
時
間
も
含
め
て
ま
さ
に

〝
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
〞。元
気
の
あ

る
地
方
、工
夫
の
あ
る
地
方
へ

の
視
線
が
高
ま
っ
て
い
る
時
の

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。物

件
の
仕
入
れ
方
法
や
社
員
教

育
、賃
貸
店
舗
運
営
、ネ
ッ
ト

の
有
効
利
用
な
ど
と
川
口
雄一

郎
会
長
の
話
は
幅
広
く
、参
加

者
は「
内
容
が
新
鮮
で
、参
考

に
な
り
ま
し
た
」。

　
大
阪
府
支
部
か
ら
は
山
本

肇
支
部
長
、太
田
卓
利
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
委
員
長
、松
尾
泰
充
企

画
研
修
・
業
務
研
究
委
員
長

ら
15
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
松
尾
秦
充
氏
は

「
業
界
の
視
線
は
い
ま
、地
方

へ
注
が
れ
て
い
ま
す
。地
方
の

厳
し
い
市
場
の
中
で
独
自
の

工
夫
や
制
度
改
革
が
進
み
、こ

の
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
を

実
感
。参
考
に
な
り
、得
る
も

の
が
大
き
い
で
す
。金
沢
や
博

多
、熊
本
、福
山
な
ど
、地
方

都
市
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の

は
地
方
企
業
の
厳
し
い
環
境

を
乗
り
越
え
よ
う
と
、地
元

各
社
の
や
る
気
が
革
新
を
起

こ
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
」。

九州の明和不動産を訪問
大阪府支部ベンチマーク委員会

大阪府支部
レディース部活動報告

 「入居者ニーズを知る」講演

選ばれる部屋づくりへ、最新のデータ公開

講演するリクルートの三浦卓也氏

興
味
・
配
信　

N
O
W

「
管
理
会
社
の
差
別
化
っ
て
」？

　

賃
貸
管
理
業
者
と
いっ
て
も

さ
ま
ざ
ま
。信
頼
が
出
来
る
管

理
会
社
って一口
で
説
明
は
難
し

い
で
す
ね
。日
管
協
で
は
オ
ー

ナ
ー
や一般
入
居
者
へ
管
理
会
社

の
選
び
方
に
つい
て
次
の
よ
う
に

示
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
見
る
と

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
各
社
も

選
ば
れ
る
資
格
十
分
で
す
。

　

選
び
方
は
①
経
営
基
盤
が

確
か
②
社
員
が
礼
儀
正
し
く

誠
実
③
市
場
状
況
を
し
っ
か

り
把
握
④
正
し
い
契
約
内
容

⑤
物
件
の
正
確
な
伝
達
⑥
物

件
へ
の
正
確
な
評
価
⑦
紛
争
へ

の
充
実
の
対
応
策
準
備
⑧
管

理
報
告
書
の
定
期
提
出
。そ
の

他
、「
管
理
業
者
登
録
制
度
」

参
入
会
社
も
信
頼
性
に
プ
ラ

ス
し
ま
す
。

　今回のテーマは「失敗から学んだ私の教訓」（業
務の工夫と成果）で、管理会社社員に共通した〝実
感〟の発表です。予選を経た会社の代表が12月の
本大会へ出場します。

〝成果大会〟大阪府支部会員が東京でも発表

近畿ブロック主催
大阪府支部主管 第2回 賃貸住宅管理業務・成果発表大会

予
選
会
で
3
社
3
名
が〝
成
果
〞を
発
表

12
月
5
日
の
本
大
会
へ
着
々
準
備
す
す
む熱心に耳を傾ける参加者

日管きんき〈2〉 大 阪 府 支 部



　
〝
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
〞へ

は
大
阪
府
支
部
の
事
務
局

を
は
じ
め
、各
委
員
会
が
加

わ
り
夏
季
の
段
階
か
ら

企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

後
援
は
国
土
交
通
省
、さ

ら
に
地
元
の
大
阪
府
。

日
管
協
本
部
や
そ
れ

に
全
国
賃
貸
住
宅
新

聞
社
ら
の
協
力
。弁

護
士
や
専
門
の
講
師

ら
の
参
加
を
得
て
の

開
催
で
す
。

　

従
来
か
ら
実
施
し

て
好
評
な
来
場
者
と

一
体
感
を
生
み
出
す
ラ
イ

ヴ
感
覚
を
今
回
も
目
指

し
ま
す
。レ
デ
ィ
ー
ス
部

会
で
は
賃
貸
住
宅
の〝
防

犯
対
策
〞を
テ
ー
マ
に
、入

居
者
の
防
犯
に
対
す
る

意
識
調
査
の
結
果
や
、新

し
い
形
で
賃
貸
住
宅
の

〝
防
犯
〞を
と
ら
え
、講
師

に
京
師
美
佳
セ
キ
ュ
ア・

ア
ー
キ
テ
ク
ト
代
表
を

迎
え
て
来
場
者
へ
ア
ピ
ー

ル
し
ま
す
。そ
の
他
、セ
ミ

ナ
ー
や
研
修
会
、座
談
会

型
式
で
相
続
、節
税
、消

費
税
、高
齢
者
住
宅
対

策
と
事
業
化
、リ
フ
ォ
ー

ム
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現

況
、賃
貸
市
場
の
将
来
な

ど
、多
く
の
テ
ー
マ
で
来
場

者
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

内
容
を
予
定
。ま
た
、新
人

研
修
に
は
日
管
協
総
研
か

ら
専
門
の
講
師
を
招
く
な

ど
昨
年
以
上
に
充
実
を
図

ろ
う
と
い
う
態
勢
。

　

2
日
間
で
8
セ
ミ
ナ
ー
と

座
談
会
２
回
、新
人
・
若
手

社
員
研
修
を
行
い
ま
す
。会

場
で
は
大
阪
府
支
部
の
各

委
員
会
が
リ
ー
ド
し
ま
す
。

　

本
部
か
ら
は
末
永
照
雄

会
長
、事
務
局
の
飯
島
繁
樹

氏
、日
管
総
研
の
長
井
和
夫

氏
。ま
た
、大
阪
府
支
部
の

顧
問
弁
護
士
、弁
護
士
法

人
淀
屋
橋・山
上
合
同
の
上

甲
悌
二
氏
が
講
師
で
登
場
。

好
評
の
座
談
会
今
回
も

　

前
回
好
評
の
座
談
会
形

式
の
発
表
で
は
管
理
会
社

が
見
た
決
定
力
の
あ
る
物

件
、原
状
回
復
や
リ
ス
ク
の

対
処
な
ど
を
と
り
上
げ
、パ

ネ
ラ
ー
に
は
大
阪
府
支
部
の

幹
事
が
出
席
し
ま
す
。

　

当
日
の
詳
し
い
内
容
、進

行
に
つ
い
て
は
、セ
ミ
ナ
ー
会

場
に
設
け
ら
れ
た
日
管
協
の

ブ
ー
ス
で
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
会
場
へ
の
交
通
便
は
地
下

鉄「
中
ふ
と
う
駅
」か
ら
5
分
。

「オーナーセミナー2014」開催

10
月
9
〜
10
日「
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
」で
開
催

住宅総合展「賃貸住宅フェア」会場内で

2
日
間
開
催
。セ
ミ
ナ
ー
会
場
は
い
つ

も
人
で
い
っ
ぱ
い

　
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
4
」の
会
場
を
前
回
の

ブ
ー
ス
来
場
者
増
か
ら
判
断
し
て
今
回
も
大
阪
南
港
の「
イ

ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
」
で
開
催
の
「
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア

2
0
1
4
I
N
大
阪
」内
と
決
定
。開
催
日
は
10
　

月
９
日

（
木
）と
10
　

日（
金
）の
２
日
間
。賃
貸
住
宅
経
営
の
明
日
を

予
測
し
た
幅
広
い
内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「オーナーセミナー」ブース（前回）

　
〝
空
き
家
流
通
〞は
国
の
住

宅
政
策
で
す
。日
管
協
各
支
部

へ
も
国
交
省
住
宅
局
の
住
宅

総
合
整
備
課
の
里
見
晋
課
長

が
ま
と
め
た「
国
土
交
通
省
か

ら
み
た
空
き
家
流
通
に
対
す

る
考
え
方
」な
ど
が
示
さ
れ
、

全
国
的
な
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。近
畿
の
各
支

部
も
国
の
方
針
に
従
っ
て〝
空

き
家
対
策
〞を
進
行
中
。

　

大
阪
府
支
部
で
も
各
社
に

対
策
の
実
行
・
協
力
を
求
め
、

ま
ず
は
大
阪
府
の
住
宅
ま
ち

づ
く
り
部
が
ま
と
め
た「
大
阪

府
に
お
け
る
空
き
家
の
現
状
に

つい
て
」を
提
示
。管
理
会
社
と

し
て
空
き
家
解
消
へ
向
け
て
、

　
「
平
成
26
年
全
国
消
費

実
態
調
査
」の
実
施
に
つ
い

て
大
阪
府（
総
務
部
統
計

課
）か
ら
、日
管
協
大
阪
府

支
部
へ
調
査
の
協
力
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。統
計
法
に
よ

る
基
準
統
計
調
査
で
、国
の

政
策
の
基
礎
資
料
に
な
る

も
の
。家
計
の
構
造
を
所
得
、

消
費
、資
産
の
三
側
面
か
ら

捉
え
、年
金
や
高
齢
者
対
策

の
参
考
に
す
る
も
の
で
す
。

管
理
す
る
集
合
住
宅
が
調

査
対
象
で
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
じ
め
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
対
応

に
つ
い
て
調
査
員
が
ス
ム
ー

ズ
な
活
動
が
出
来
る
よ
う

協
力
依
頼
と
な
り
ま
し
た
。

　

期
間
は
9
月
か
ら
11
月

ま
で
の
3
か
月
。都
道
府
県

知
事
が
任
命
し
た
調
査
員

が
居
住
者
を
訪
れ
、リ
ー
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
。こ
れ

ら
の
調
査
要
請
は
法
令
に

基
づ
く
も
の
で
、集
め
ら
れ

た
個
人
情
報
は
厳
格
に
保

護
さ
れ
ま
す
。

集合住宅への調査が中心

大
阪
府
支
部
は
調
査
協
力
を
約
束

大
阪
府
支
部
も

ビ
ジ
ネ
ス
で
の
有
効
性
視
野

全
国
賃
貸
住
宅
新
聞
社
主
催

「
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
2
0
1
4

i
n
大
阪
」

10
月
9
〜
10
日
大
阪
南
港
で

　

全
国
で「
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
て
い
る
全
国
賃
貸
住

宅
新
聞
社（
本
社・東
京
）は
今
年

も
大
阪
で
10
月
9
日（
木
）10
日

（
金
）の
両
日
、大
阪
市
住
之
江
区

の
南
港
に
あ
る「
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
」で
同
フェア
を
開
催
し
ま
す
。

　

業
界
で
も
規
模
の
大
き
な
住

宅
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
知
ら
れ
、住

宅
関
連
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら

の
出
展
が
み
ら
れ
ま
す
。そ
の
た

め
、来
場
者
は
賃
貸
住
宅
経
営

者
を
は
じ
め
、管
理
会
社
、設
備

会
社
な
ど
幅
広
い
分
野
か
ら
来

場
。ま
た
、会
場
内
で
の
各
種
セ

ミ
ナ
ー
に
も
毎
回
人
気
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。日
管
協
の
大
阪

府
支
部
も
こ
の
ブ
ー
ス
で「
オ
ー

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

総
務
省
が
全
国
の
消
費
実
態
を

集
合
住
宅
を
対
象
に
調
査

〝
空
き
家
流
通
〞国
の
主
要
施
策

対策へ前向きに

実
態
を
知
り
、ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
の
有
効
性
を
取
り
入
れ
つ
つ

具
体
化
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

大
阪
府
の
資
料
に
は
空
き

家
の
状
況
か
ら
推
移
、発
生
要

因
、そ
こ
で
の
賃
貸
住
宅
経
営
、

空
き
家
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

細
か
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
最
も
気
に
な
る
の
は

発
生
の
理
由
で
す
。こ
こ
で
は

共
同
住
宅
に
限
っ
て
は
設
備
・

内
装・建
物
の
老
朽
化
や
狭
さ
、

バ
ス・ト
イ
レ
の一体
化
、専
用
風

呂
不
足
、生
活
利
便
施
設
の
な

さ
や
専
用
ト
イ
レ
不
足
│
な

ど
、お
よ
そ
現
在
の〝
入
居
条

件
〞と
は
か
け
離
れ
て
い
る
状

況
が
空
き
家
化
要
因
で
す
。

大阪府支部主催
 国交省後援
 全国賃貸住宅新聞社協力

　
「
O
S
A
K
A
あ
ん
し
ん
住
ま

い
推
進
協
議
会（
仮
称
）」の
設
立

に
向
け
て
大
阪
の
官
と
民
間
の
組

織
が
動
い
て
い
ま
す
。住
環
境
の

整
備
と
そ
れ
に
伴
う
新
た
な
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
が
目
的
。

　

構
成
は
日
管
協
大
阪
府
支
部

な
ど
在
阪
5
不
動
産
組
織
。そ
れ

に
大
阪
府
、各
自
治
体
、都
市
再

生
機
構
な
ど
。近
く
設
立
規
約
や

メ
ン
バ
ー
を
確
定
し
、来
年
1
月

に
協
議
会
設
立
と
な
り
ま
す
。大

阪
府
と
各
不
動
産
団
体
が
続
け

て
き
た「
意
見
交
換
会
」が
設
立

の
ベ
ー
ス
と
み
ら
れ
ま
す
。こ
の
ほ

ど
交
換
会
が
作
成
し
た
、家
主
・

不
動
産
事
業
者
向
け
の
冊
子

「
知
っ
て
あ
ん
し
ん
高
齢
者
等
円

滑
入
居
の
た
め
の
15
の
ア
ド
バ
イ

ス
」が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。こ
れ

に
関
し
て
は「
大
阪
府
15
の
ア
ド

バ
イ
ス
」で
検
索
。な
お
、設
立
への

詳
細
は
新
年
号
で
紹
介
し
ま
す
。

「
あ
ん
し
ん
住
ま
い

推
進
協
議
会
」

来
年
1
月
に
設
立
へ

日管きんき〈3〉大 阪 府 支 部

●土地有効活用 ●賃貸住宅管理
●仲介全般　　 ●リフォーム事業

株式会社 関西建設
大阪府知事（１１）第１４２５８号

〒541-0058 大阪市中央区南久宝寺町1丁目6番5号
Tel.06-6266-6060 Fax.06-6266-6002

賃貸住宅経営の
ベストパートナー
〈豊かさを提案します〉

経営理念
一、私達はお客様を第一として、信頼・安

心・喜びを与えます
一、私達はお客様の資産の有効活用と

都市再生に貢献致します
一、私達は感謝と喜びを持って幸せと生

きがいのある会社を作ります



京 都 府 支 部

10
月
25
日
（
土
）
開
催　

国
交
省　

京
都
府　

京
都
市 

後
援

　

留
学
生
や
外
国
人
を
対
象

と
し
た〝
住
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
〞登
録
制
度
。そ
の
資
格

取
得
へ
の
講
習
会
は
当
初
、日

管
協
の
本
部
で
開
催
し
て
い
ま

し
た
。だ
が
関
西
か
ら
の
参
加

が
多
く
近
畿
ブ
ロッ
ク（
長
田
修

ブ
ロ
ッ
ク
長
）か
ら
の「
関
西
で

も
開
い
て
」の
要
望
を
受
け
て

9
月
9
日（
火
）株
式
会
社
長

栄
本
社
内
で
講
習
会
を
開
き

ま
し
た
。講
師
は
本
部
か
ら
日

管
協
の
国
際
交
流
会
研
究
会

長
の
荻
野
政
男
氏
が
4
時
間
に

わ
た
っ
て
カ
リ
キ
ュラ
ム
に
沿
っ
て

講
義
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
外
国
人
へ
の
対
応

が
多
い
京
都
か
ら
の
企
業
が
中

心
で
残
暑
の
厳
し
い
中
、ア
ド
バ

イ
ザ
ー
会
員
の
登
録
を
目
指
し

て
受
講
し
ま
し
た
。当
日
の
カ
リ

キ
ュラ
ム
は・外
国
人
賃
貸
市
場

の
動
向
と
将
来
性・外
国
人
賃

貸
の
実
務（
来
店
か
ら
契
約
、解

約
ま
で
の
業
務
フ
ロ
ー
、ト
ラ
ブ

ル
を
起
こ
さ
な
い
ポ
イ
ン
ト
）・外

国
人
賃
貸
の
実
例
紹
介・外
国

人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
員
と
し
て

今
後
の
活
動
内
容
な
ど
が
中
心
。

　
〝
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
〞は
住
宅
以

外
に
住
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
ア
イ
デ
ア
の
提
供
や
外
国
人

が
日
常
を
豊
か
に
過
ご
せ
る
助

言
や
勉
強
の
機
会
を
設
け
ま
す
。

　

同
制
度
は
、平
成
24
年
11
月

に
設
立
。外
国
人
入
居
の
専
門

知
識
を
持
つ
外
国
人
住
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
会
員
と
し
て
登
録
。

日
本
の
賃
貸
住
宅
に
住
み
、ま

た
は
こ
れ
か
ら
住
も
う
と
し
て

い
る
外
国
人
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
ら
な
い
住
ま
い
方
や
円
滑
な

部
屋
探
し
の
方
法
を
、『
6
ヵ
国

語
の
部
屋
探
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
』等
を
使
っ
て
助
言
し
て
い
き

ま
す
。登
録
は
講
習
会
終
了
後

で
す
。

　

当
日
は
外
国
人
も
含
め
て
45

名
が
来
場
。奈
良
、兵
庫
、鳥
取

か
ら
日
管
協
会
員
も
参
加
。近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
吉
田
光
一
理
事
も

出
席
し
ま
し
た
。外
国
人
が
安

心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
た
め

に
管
理
会
社
が
積
極
的
で
幅
広

い
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

荻野政男氏の熱のこもった講習

外国人の住まいから生活まで対応
地元中心に40人以上が参加

外国人住生活アドバイザー会員登録制度 近畿ブロックが協力　関西圏で開催

日管協が京都で第3回登録講習会開講

講
師
に
国
際
交
流
研
の
荻
野
政
男
氏

アドバイザー目指して参加

地
域
の
み
ん
な
で
居
住
環
境
保
持
へ
協
力

治
体
か
ら
担
当
者
を
招
い
て
、

オ
ー
ナ
ー
へ
直
接
、行
政
の
取

組
み
を
伝
え「
一緒
に
協
力
し
て

京
都
の
街
を
活
性
化
さ
せ
ま

し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
ま
す
。市

か
ら
は
建
物
の
安
全
を
目
的
に

し
た
定
期
報
告
制
度
や
空
き

家
流
通
促
進
の
補
助
金
支
援

の
説
明
。さ
ら
に
高
齢
者
住
宅

へ
の
取
組
み
、災
害
対
策
や
検

索
サ
イ
ト
の
有
効
利
用
な
ど
も
。

民
間
か
ら
は
リ
ク
ル
ー
ト（
Ｓ
Ｕ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
マ
ガ
ジ
ン
編
集
長
）の
池

本
洋
一
氏
を
講
師
に
招
き
、市

場
で
強
い
賃
貸
住
宅
の
空
間
づ

く
り
に
つ
い
て
講
演
を
予
定
。

活
発
に
賃
貸
住
宅
に
関
し
た

政
策
を
進
め
る
行
政
。協
力
す

る
京
都
府
支
部
で
す
。

　

今
回
の
会
場
は「
京
都
市
商

工
会
議
所
」の
3
階
大
講
堂
で

す
。従
来
、イ
ベ
ン
ト
開
催
に
は

交
通
便
の
よ
い
、都
市
中
心
部
の

会
場
を
選
択
。今
回
も
烏
丸
通

に
面
し
た
丸
太
町
駅
す
ぐ
の
ア

ク
セ
ス
に
優
れ

た
場
所
で
す
。

櫻井啓孝支部長

オーナーセミナー2014
日管協・京都府支部主催

　
産・官・学
が一体
と
な
っ
て
暮
ら
し
や
す
い〝
京
都
〞

を
目
指
そ
う
と
京
都
府
支
部
は
日
々
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
も
来
場
の
オ
ー
ナ
ー
へ
住

宅・街
づ
く
り
へ
の
努
力
を
理
解
し
て
も
ら
い
、さ
ら
に

協
力
も
期
待
し
た
い
と
い
う
内
容
で
す
。

会
場
は
京
都
市
商
工
会
議
所
内
の
講
堂

　

女
性
が
職
場
で
能

力
を
発
揮
出
来
る
に

は
個
人
の
努
力
、ま
た
、

企
業
の
協
力
、理
解
な

ど
が
あ
り
ま
す
。京
都

府
支
部
の
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会

（
岡
嶋
緑
会
長
）で
は
こ
れ
ま

で
も
働
く
女
性
の
環
境
向
上

に
つ
い
て
検
討
し
、部
会
で
も

取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

8
月
26
日（
火
）午
後
か
ら

京
都
駅
近
く
の「
キ
ャ
ン
パ
ス
プ

ラ
ザ
京
都
」内
の
会
議
場
で
今

年
度
第
1
回
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会

の
研
修
が
行
わ
れ
、テ
ー
マ
は

「
働
く
女
性
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
」で
し
た
。長

田
修
近
畿
ブ
ロッ
ク
長
、吉
田
光

一
事
務
局
長
、櫻
井
啓
孝
京
都

府
支
部
長
ら
が
出
席
し
、発
表

あ
り
、報
告
あ
り
の
二
部
に
わ

た
る
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
会
員
の
㈱

エ
リ
ッツ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
、㈱
京

都
住
宅
セ
ン
タ
ー
学
生
住
宅
、

㈱
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
、㈱
長
栄
、㈱

ハ
ウ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、㈱
フ
ラ
ッ

ト
エ
ー
ジ
ェン
シ
ー
、㈱
ミ
ニ
テ
ッ

ク
西
日
本
ら
の
社
員
か
ら
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
働
く
実
態
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
社
の
ト
ッ
プ
も
そ
れ
ぞ
れ
に

女
性
社
員
へ
の
期
待
、対
応
、方

針
な
ど
を
発
表
。「
女
性
の
特
性

を
生
か
し
て
企
業
に
プ
ラ
ス
効

果
を
も
た
ら
す
仕
事
を
…
」な

ど
、全
般
に
女
性
社
員
への
期
待

度
の
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

「
経
営
者
と
し
て
、仕
事
人
、家

庭
人
と
し
て
の
女
性
を
男
性
の

立
場
か
ら
」を
テ
ー
マ
に
議
論
。

業
界
で
働
く
女
性
へ
の
様
々
な

期
待
が
多
い
こ
と
も
判
明
し
ま

し
た
。管
理
職
経
験
者
、子
育

て
中
の
管
理
職
、こ
れ
ら
を
採

用
す
る
会
社
側
か
ら
の
発
言

も
あ
り
、参
考
に
な
る
盛
り
沢

山
の
内
容
で
し
た
。最
後
に
参

加
者
が
フ
リ
ー
で
意
見
交
換
を

行
って
終
了
し
ま
し
た
。

　

国
の「
住
宅
月
間
」で
全
国
で

一
斉
に
催
さ
れ
る「
オ
ー
ナ
ー
セ

ミ
ナ
ー
」。共
通
の
テ
ー
マ
は〝
快

適
な
居
住
環
境
づ
く
り
〞で
す
。

京
都
府
支
部
で
は
メ
イ
ン
と
な

る
講
演
を
今
回
も
地
元
の
自

オーナーセミナーの会場

レディース部会が研修会

「
働
く
女
性
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
」が
テ
ー
マレディース部会の会場

各
社
よ
り
女
性
社
員
へ
期
待
の
声
が  

　

㈳
京
都
府
不
動
産
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
協
会（
井
上
誠
二
理
事

長
）が
今
夏
、例
会
を
開
き
、京

都
大
学
名
誉
教
授
で
、環
境
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
専
門
の
芦
田
譲

氏
を
招
い
て「
迫
り
く
る
巨
大

地
震
に
備
え
る
地
球
環
境
の
変

化
と
枯
渇
す
る
資
源
と
再
生

可
能
資
源
の
活
用
」を
テ
ー
マ
に

し
た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

相
談
報
告 

担
当
者
か
ら
聞
く

　

同
会
は
、日
管
協
京
都
府
支

部
の
加
入
会
社
も
多
く
、市
民

対
象
の「
相
談
」や
町
家
利
用

促
進
で
も
協
力
し
合
う
組
織
。

研
修
の
後
は
各
相
談
事
項
の

報
告
や
京
町
家
等
利
活
用
促

進
事
業
に
つ
い
て
井
上
理
事
長

か
ら
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
増
や
協
会
活
動
へ
の
積
極

化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

　
京
都
府
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
会

日管きんき〈4〉 京 都 府 支 部



京 都 府 支 部

視点
法の （57）

公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会
京都府支部 顧問弁護士　田中　伸

弁済金の債務への充当について
賃借人が賃料等を滞納し、その一部しか弁済しない事例

では、弁済金はどのように充当されるのでしょうか。
契約で弁済充当を定めていない場合は、民法の規定に
従って、次のように弁済充当されます。
まず、弁済対象の滞納金の中に、費用、利息、元本が存在
する場合は、その順に充当されます（民法491条）。次に、
そのうえで、数個の費用、利息、元本が存在する場合は、そ
の費用、利用、元本の相互間では、弁済時に弁済をする者に
よる指定が優先し、それがなければ弁済を受領する者によ
る指定によります（民法488条）。それらがいずれもなけれ
ば、弁済期にあるもの、弁済の利益が多いもの、弁済期が先
に到来するものの順序で充当されます（民法489条）。
弁済金がすべての債務を弁済するに足りない時は、その
充当関係が問題になりますので、御注意ください。

支
部
へ
災
害
時
の
協
力
依
頼

京
都
府
災
害
対
策
本
部

　

今
夏
、各
地
で
雨
な
ど
に
よ

る
災
害
が
多
発
し
ま
し
た
。京

都
府
建
設
交
通
部
住
宅
課
を

通
じ
て
京
都
府
支
部
へ
も「
災

害
時
に
お
け
る
民
間
賃
貸
住

宅
等
の
被
災
者
へ
の
提
供
等
に

関
す
る
協
定
」に
基
づ
く
情
報

提
供
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

京
都
市
内
で
の
住
宅
損
壊

や
床
上
浸
水
の
被
害
で
被
災

者
か
ら
住
宅
あ
っ
せ
ん
の
依
頼

が
あ
れ
ば
積
極
的
な
協
力
や

情
報
提
供
を
と
い
う
も
の
で
、

京
都
府
支
部
も
各
会
員
各
社

　

地
域
の
人
が
気
持
よ
く
暮

ら
せ
、訪
れ
た
人
が
好
印
象
を

持
つ
界
隈
づ
く
り
。今
年
、京

都
の
北
大
路
を
中
心
に
広
が
っ

た
人
の
輪
、そ
こ
か
ら
生
ま
れ

る
魅
力
的
な
界
隈
の
創
造
。い

ろ
ん
な
職
種
の
人
が
自
分
の
得

意
な
分
野
を
生
か
し
て
気
持

ち
が
よ
く
、美
し
い
街
を
つ
く

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
。そ
の

ベ
ー
ス
と
な
っ
た
の
は
フ
ラ
ッ
ト

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー（
吉
田
光
一
社

長
）が
今
年
早
々
に
設
立
し
て

界
隈
の
人
が
交
流
出
来
る

「
T
A
M
A
R
I
B
A
」で
す
。

　

こ
こ
で
運
営
会
議
を
開
き

ア
イ
デ
ア
を
出
し
次
々
と
楽
し

い
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

ま
す
。集
ま
っ
た
役
員
は
会
長

の
吉
川
忠
男
氏（
サ
ン
ケ
イ
デ

ザ
イ
ン
社
長
）、副
会
長
に
大

島
祥
子
氏（
ス
ー
ク
創
生
事
務

所
代
表
）、谷
口
浩
司
氏（
仏

教
大
学
教
授
）、事
務
局
長
に

吉
田
光
一氏（
フ
ラ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
社
長
）、監
査
役
に
上
田

孝
郎
氏（
京
菓
子
葵
餅
社
長
）。

　
「
北
大
路
テ
ラ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」の
名
称
で
立
ち
上
げ

北
大
路
通
を
中
心
に
、店
や
地

域
で
暮
ら
す
人
が
交
流
し
、さ

ら
に
地
元
の
北
区
の
区
長
や
北

警
察
署
長
ら
も
招
い
て
盛
り

上
が
って
い
ま
す
。

　

今
夏
、7
月
に
は「
北
大
路

ヨ
ル
テ
ラ
ス
」の
名
称
で
北
大

路
通
に
行
燈
を
並
べ
、遠
く
か

ら
も
人
が
訪
れ
、い
つ
も
は
静

か
な
界
隈
が
に
わ
か
に
特
別

な
場
所
に
な
り
ま
し
た
。8
月
、

9
月
と「
学
び
の
テ
ラ
ス
」で
勉

強
の
機
会
を
催
し
た
後
は
、11

月
1
日（
土
）、さ
ら
に
来
年
1

月
10
日
に
地
域
の
歴
史
や
文

化
を
学
ぶ
場
を
設
け
ま
す
。

　

通
り
過
ぎ
る
人
、暮
ら
す
人

が
街
の
歴
史
や
魅
力
を
知
る
こ

と
に
よ
っ
て
界
隈
は
さ
ら
に
充

実
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

に
伝
え
ま
し
た
。

総
会
〜
秋
の
イ
ベ
ン
ト

京
都
府
支
部
新
役
員
で
対
応

　

総
会
か
ら
秋
の
イ
ベ
ン
ト
の

準
備
と
こ
れ
か
ら
も
多
忙
な

時
期
を
過
ご
す
京
都
府
支
部

の
役
員
・
幹
事
。今
年
度
か
ら

新
人
事
が
ス
タ
ー
ト
。主
な
役

員
は
次
の
通
り
で
す
。

▷
支
部
長
・
櫻
井
啓
孝
氏
▷
副

支
部
長・若
林
基
道
氏
、同・石
本

浩
治
氏
▷
事
務
局
長
・
野
原
正

光
氏
▷
会
計
・
佐
々
木
茂
喜
氏

▷
監
事・大
路
博
司
氏
ら
で
す
。

「
賃
貸
住
宅
ト
レ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
」

大
阪
ガ
ス
が
空
室
対
策
テ
ー
マ
に

　

京
都
府
支
部
会
員
の
大
阪
ガ
ス

（
リ
ビ
ン
グ
開
発
部
）が
主
催
し
て

今
夏
、「
賃
貸
住
宅
ト
レ
ン
ド
セ
ミ

ナ
ー
」が
大
阪
駅
近
く
の「
グ
ラ
ン

フ
ロ
ン
ト
大
阪
」で
行
わ
れ
ま
し

た
。一部
は「
管
理
物
件
に
お
け
る

空
室
対
策
に
つ
い
て
」を
㈱
リ
ク

ル
ー
ト
住
ま
い
カ
ン
パニ
ー
の
伊
藤

龍
平
氏
が
講
演
。2
部
は
大
阪
ガ

ス
か
ら
賃
貸
住
宅
向
け
メ
ニュ
ー

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。空
室
対

策
を
考
え
る
オ
ー
ナ
ー
や
管
理

会
社
か
ら
大
勢
の
人
が
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

建
物
を
安
全
に
維
持
管
理

す
る
た
め
の「
定
期
報
告
」の

徹
底
を
図
ろ
う
と
京
都
市
が

建
物
の
所
有
者
や
管
理
す
る

側
に
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

京
都
府
支
部
へ
も
都
市
計
画

局
建
築
指
導
部
か
ら
説
明
会

開
催
の
案
内
や
説
明
書
が
到

着
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
利
用
す
る
建

築
物
は
不
適
切
な
日
頃
の
維

持
管
理
が
災
害
を
拡
大
す
る

と
判
断
し
、所
有
者
や
管
理
側

が
調
査
や
検
査
を
し
て
特
定

行
政
庁
に
報
告
す
る
制
度
で

す
。対
象
と
な
る
建
築
物
は
、

下
宿・共
同
住
宅
な
ど
が
含
ま

れ
、京
都
府
支
部
も
京
都
市
に

協
力
し
て
同
制
度
の
認
知
を

図
り
ま
す
。

　
「
定
期
報
告
」は
建
築
基
準

法
第
12
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

市
長
の
指
定
を
受
け
た
所
有

者
や
管
理
者
は
状
況
を
定
期

的
に
調
査
し
て
報
告
す
る
も
の
。

市
で
は
対
象
の
建
物
や
、報
告

書
の
提
出
に
つ
い
て
今
夏
に
定

期
的
に
説
明
会
を
開
き
ま
し

た
。項
目
別
に
は
①
制
度
全

般・建
築
物
に
関
し
て
は
、京
都

市
都
市
計
画
局
建
築
指
導
部

建
築
安
全
推
進
課（
安
全
推

進
係
）℡
0
7
5
―
2
2
2
―

3
6
1
3
②
建
築
設
備
に
つい

て
は
、京
都
市
都
市
計
画
局
建

築
指
導
部
建
築
審
査
課（
設

備
審
査
課
）。℡
0
7
5
―

2
2
2
―
3
6
1
6
へ
。

各種の建物が並ぶ京都市内

「
定
期
報
告
制
度
」の
徹
底

京
都
市
が
建
物
の
安
全
維
持
、保
全
で

　
「
京
都
市
空
き

家
活
用・流
通
支
援

等
補
助
金
」が
6
月

10
日
か
ら
受
付
け

を
は
じ
め
、夏
を
越

え
て
市
の
窓
口
で
あ

る
都
市
計
画
局
ま

ち
再
生・創
造
推
進

室
へ
空
き
家
所
有

者
な
ど
か
ら
問
い
合

せ
が
急
増
中
で
す
。

　

今
年
4
月
に「
京
都
市
空

き
家
の
活
用・適
性
管
理
等
に

関
す
る
条
例
」が
ス
タ
ー
ト
。

続
い
て
補
助
金
の
交
付
と
平
行

し
て
京
都
市
の
空
き
家
対
策

が
積
極
化
。そ
の一報
は「
日
管

き
ん
き
」の
6
月
号
に
掲
載
し

ま
し
た
が
、今
回
は
補
助
額
に

つい
て
の
情
報
で
す
。

　

補
助
金
の
種
類
は
Ⓐ
活
用

流
通
促
進
タ
イ
プ
と
Ⓑ
特
定

目
的
活
用
支
援
タ
イ
プ
に
分

空き家活用へ補助金
京
都
市
、流
通
促
進
で

最
大
90
万
円（
京
町
家
）を

か
れ
最
大
90
万
円（
京
町
家
の

場
合
）。申
請
手
続
は
予
約
制

で
す
。申
請
前
に
左
記
に
予
約
。

申
請
窓
口
は
、京
都
市
都
市
計

画
局
ま
ち
再
生・創
造
推
進
室

（
空
き
家
対
策
担
当
）電
話

0
7
5
―
2
2
2
―
3
5
0
3
。

― 

＊ 

― 

＊ 

―

ニ
ュ
ー
ス

■㈱長
栄
の
宍
戸
恒
介
氏

〝
成
果
発
表
大
会
〞
京
都
か
ら

　
「
第
2
回
賃
貸
住
宅
管
理

業
務
・
成
果
発
表
大
会
」の
京

都
府
支
部
か
ら
㈱
長
栄
の
宍

戸
恒
介
氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

夏
季
頃
に
早
く
も
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
本
番
に
備
え
て
い
ま

す
。「
失
敗
か
ら
学
ん
だ
教
訓
」

が
テ
ー
マ
で
す
が
日
々
の
仕
事

の
中
で
適
合
す
る
事
例
は
多

く
、さ
ら
に
仕
事
上
で
の
経
験

も
豊
富
で
、こ
の
体
験
を
発
表

す
る
こ
と
で
参
加
者
の〝
や
る

気
〞へつ
な
げ
れ
ば
と
本
番
に
備

え
て
い
ま
す
。

北
大
路
周
辺
の
人
、店
が
交
流
し
て

中心の場所「TAMARIBA」の玄関

わ
が
街
、界
隈
の
魅
力
づ
く
り  

日管きんき〈5〉京 都 府 支 部



悪
質
な
家

賃
滞
納
者
に

明
渡
し
訴
訟

に
よって
勝
利

し
た
事
例
を

報
告
し
ま
す
。

事
の
起
こ

り
は
昨
年
８

月
25
日
夜
の

「
雨
漏
り
が

す
る
」と
い
う

ク
レ
ー
ム
。神

戸
市
内
の
高

級
住
宅
地
の

賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
の
一
室
、３

日常業務から得た教訓を改善に

Ｌ
Ｄ
Ｋ（
66
㎡
余
）、家
賃
12
万

円
の
物
件
で
す
。

翌
朝
、防
水
施
工
業
者
ら
と

と
も
に
駆
け
つ
け
た
と
こ
ろ
、

施
工
不
良
に
よ
る
雨
漏
り
と

判
明
。応
急
処
置
を
行
う
と

と
も
に
、本
格
的
な
防
水
工
事

を
９
月
５
日
に
終
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、そ
の
後
の
大
雨
の

日
に
再
び「
雨
漏
り
」の
連
絡
。

駆
け
つ
け
た
も
の
の
、室
内
に
入

る
こ
と
を
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
え
当
の
入
居
者
が

「
欠
陥
住
宅
だ
か
ら
」と
入
居

時
か
ら
の
家
賃
免
除
を
要
求
。

さ
ら
に「
当
面
家
賃
を
払
わ
な

い
」と
言
い
出
し
た
の
で
す
。と

こ
ろ
が
、実
際
に
は
雨
漏
り
が
発

生
す
る
前
の
７
月
分
か
ら
家
賃

の
滞
納
が
始
ま
って
い
ま
し
た
。

ま
た
、ド
ア
越
し
に
奥
さ
ん

と
入
室
を
求
め
て
交
渉
し
て
い

た
と
こ
ろ
、突
然
、和
田
興
産
の

総
務
部
に「
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け

て
い
る
」と
通
報
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
を
起
動
さ

せ
て
や
り
と
り
を
全
て
録
音

し
て
い
た
た
め
、潔
白
を
証
明

で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、ご
主
人
と
話
し

合
っ
た
末
、雨
漏
り
に
対
す
る

補
償
金
を
支
払
い
、雨
漏
り
に

つ
い
て
の
合
意
書
を
取
り
付
け

ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
明
渡

し
訴
訟
に
踏
み
切
り
、今
年
８

月
３
日
、明
渡
し
を
完
了
し
ま

し
た
。

事
案
の
当
初
か
ら
ボ
イ
ス
レ

コ
ー
ダ
ー
な
ど
を
駆
使
し
て
、逐

一
記
録
を
残
し
た
こ
と
が
勝
訴

の
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

発表する安田正行氏

　
今
年
12
月
の
成
果
発
表
大
会
に
は
兵
庫
県
支
部
は
和

田
興
産
の
安
田
正
行
氏
、奈
良
県
支
部
は
丸
和
不
動
産

の
山
名
安
晴
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
内
容
で
発
表
し
ま

す
。滋
賀
県
支
部
は
エ
ル
ア
イ
シ
ー
の
社
員
が
発
表
す
る

予
定
。い
ず
れ
の
テ
ー
マ
も
日
常
業
務
の
中
で
得
ら
れ
た

教
訓
を
業
務
改
善
に
繋
げ
た
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
て
お
り
、

貴
重
な
ケ
ー
ス・ス
タ
デ
ィ
に
な
る
内
容
で
す
。

新
会
員
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

兵
庫
北
部
地
域
の
初
会
員

㈱
ラ
イ
フ
ィ
ッ
ト

　

兵
庫

県
北
部

の
豊
岡

市
周
辺
と
京
都
府
福
知
山
市

な
ど
で
４
店
舗
を
展
開
す
る

賃
貸
住
宅
管
理
会
社
。

　

兵
庫
県
支
部
の
会
員
は
、こ

れ
ま
で
神
戸
市
内
、阪
神
間
と

播
州
地
域
の
県
南
部
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
。初
め
て
兵
庫

県
北
部
地
域
の
企
業
が
加
わ

り
、こ
れ
で
名
実
と
も
に
全
県

的
な
組
織
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
社
が
日
管
協
に
加
入
し

た
の
は
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
講
習
の
受
講
が
動
機
。豊

岡
市
周
辺
の
賃
貸
住
宅
オ
ー

ナ
ー
の
高
齢
化
が
進
み
、相
続

問
題
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。管
理
だ
け
で
な
く
、

資
産
を
総
合
的
に
コ
ン
サ
ル
で

き
る
人
材
の
養
成
が
求
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

稲
垣
慶
人
営
業
本
部
長
は

「
相
続
問
題
を
き
っ
か
け
に
、

資
産
全
体
を
コ
ン
サ
ル
で
き
る

よ
う
に
オ
ー
ナ
ー
と
の
繋
が
り

を
深
め
た
い
」と
話
し
て
い
ま

す
。同
社
の
賃
貸
住
宅
管
理

戸
数
は
１
７
０
０
戸
余
り
、２

０
０
０
戸
が
当
面
の
目
標
で
す
。

経
営
者
＝
與
田
稔
社
長

住
所
＝
兵
庫
県
豊
岡
市
加

広
町
３‐28

☎
０
７
９
６
―
２
４
―
２
０
１
１

與田稔社長

　

兵
庫
県

支
部
は
９

月
11
日
、

神
戸
市
中

央
区
の
神
戸
市
勤
労
会
館
で
第

２
回
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

賃
貸
住
宅
オ
ー
ナ
ー
に
も

管
理
会
社
に
と
っ
て
も
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る〝
老
朽
化

賃
貸
住
宅
の
処
分
問
題
〞に
着

目
。行
政
書
士
の
玉
井
健
裕

氏
が「
古
借
家
経
営
の
実
態
」

―
出
口
戦
略
レ
ポ
、現
実
の
立

成果発表大会で貴重な体験語る
兵
庫
県
支
部

　

和
田
興
産
賃
貸
事
業
部
事
業
推
進
課

安
田
　
正
行 

氏

悪
質
家
賃
滞
納
者
に
明
渡
し
訴
訟
勝
利

記
録
残
す
こ
と
が
最
も
重
要

　

賃
貸
住
宅
は
築
年
数
の
古

い
物
件
か
ら
空
室
が
増
え
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。そ
の
結
果
、

オ
ー
ナ
ー
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
の

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
く

な
って
き
ま
し
た
。

　

従
来
は
業
者
の
リ
フ
ォ
ー
ム

プ
ラ
ン
を
そ
の
ま
ま
提
案
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、工

事
が
完
成
し
て
も
入
居
が
決

ま
ら
ず
、苦
戦
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、昨
年
末
か
ら
社
内
に

奈
良
県
支
部

　

丸
和
不
動
産
Ｐ
Ｍ
課　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

山
名
　
安
晴 

氏

Ｐ
Ｄ
Ｓ
手
法
を
導
入　
　

空
室
解
消
に
大
き
な
威
力

プ
ロ
ジェク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
、30

日
以
上
空
室
に
な
って
い
る
物
件

を
全
て
洗
い
出
し
、リ
フ
ォ
ー
ム

を
行
う
た
め
に
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
手
法

を
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
は
Ｐ（
プ
ラ
ン
）、Ｄ

（
ド
ゥ
ー
）、Ｓ（
シ
ー
）の
こ
と
。つ

ま
り
Ｐ
は
現
状
を
把
握
し
、現

場
の
店
長
を
巻
き
込
ん
で
対
策

を
練
る
こ
と
。Ｄ
は
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
プ
ラ
ン
を
練
り
、リ

フ
ォ
ー
ム
の
提
案
と
施
工
。Ｓ
は

完
了
後
の
検
証
の
意
味
で
す
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｓ
制
度
を
導
入
し
た

結
果
、そ
れ
ま
で
24
か
月
間
も

空
室
だ
っ
た
物
件
が
、リ
フ
ォ
ー

ム
完
了
後
、わ
ず
か
10
日
で
入

居
が
決
ま
る
と
い
う
成
果
も

あ
り
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
導
入
に
よって
多
く

の
デ
ー
タ
を
収
集
、分
析
し
て

社
内
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
を
通
じ

て
、ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
リ
フ
ォ
ー
ム

提
案
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。自
分
た
ち

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、リ
ー
シ
ン
グ
の
責
任
感
も

高
ま
って
い
ま
す
。

丸和不動産の
山名安晴氏

兵
庫
県
支
部
第
２
回
研
修
会

　
老
朽
ア
パ
ー
ト
整
理
の
実
体
験
語
る

 
  

行
政
書
士
の
玉
井
健
裕
氏
が
講
演

玉井健裕氏

ち
退
き
の
経
過
報
告
と
そ
の

後
の
課
題
―
と
題
し
て
自
ら
の

体
験
を
講
演
し
ま
し
た
。

　

玉
井
氏
が
手
が
け
た
の
は
、

昭
和
８
年
建
築
の
木
造
ア
パ
ー

ト（
東
大
阪
市
）の
整
理
事
業
。

ま
ず
耐
震
、防
火
診
断
を
行
い
、

防
災
の
観
点
か
ら
撤
去
理
由

を
明
確
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、玉
井
氏
自
身

が
ア
パ
ー
ト
に
住
み
込
み
、入

居
し
て
い
た
７
世
帯
の
住
民
と

会
話
を
重
ね
て
信
頼
関
係
を

築
き
ま
し
た
。そ
し
て
入
居
者

の
事
情
に
合
わ
せ
た
住
ま
い
を

用
意
し
て
、全
員
が
立
ち
退
き

に
合
意
。昨
年
５
月
、約
２
年

間
を
か
け
た
整
理
事
業
が
完

了
し
ま
し
た
。

　
「
土
地
、建
物
の
所
有
者
も

入
居
者
も
と
も
に
高
齢
化
し

て
、建
て
替
え
を
行
う
パ
ワ
ー

も
資
金
も
失
わ
れ
て
い
ま
し

た
。入
居
者
と
徹
底
的
に
話
し

合
い
、信
頼
感
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
最
も
重
要
で
し
た
」。

　

ま
た
、老
朽
化
し
た
賃
貸
住

宅
で
は
借
家
権
者
の
関
係
が
複

雑
に
な
って
お
り
、借
家
権
者
を

探
し
出
す
こ
と
に
も
苦
労
し
ま

す
。「
も
う
少
し
遅
れ
て
い
た
ら
、

借
家
権
者
を
見
つ
け
出
す
こ
と

が
難
し
く
な
っ
た
は
ず
」。で
き

る
だ
け
早
く
整
理
に
着
手
す
る

こ
と
が
重
要
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

玉
井
氏
の
講
演
の
後
、支
部

の
特
別
会
員
２
社
が
自
ら
の

商
材
、商
品
な
ど
を
参
加
者
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

熱心に聞き入る参加者

日管きんき〈6〉 兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県支部
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● 大家さん賃貸経営出口戦略 

● 大家さん賃貸事業承継 

● 遺言・相続、借地・借家・古アパ

● 法人設立（株・合同・社福等） 

● 新規独立創業支援 

● 記帳・会計・経営コンサル 

● 宅建・建設・産廃・ 風俗・在留 
 

● 大家団体、業界団体での 

    セミナー、講演、講座企画 
  

 ・・・等、実戦実務広く対応 



近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
県
支
部
は
、オ
ー
ナ
ー
セ

ミ
ナ
ー
を
18
日
の
兵
庫
県
支
部
を
皮
切
り
に
10
月

に
開
催
。「
資
産
守
る
対
策
」の
日
管
協
の
統
一

テ
ー
マ
の
ほ
か
、防
犯
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
地

域
に
合
わ
せ
た
テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
町
村
で
組
織
さ
れ
、民
間
団

体
と
連
携
し
て
、住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強
化
と
安
定
を

図
っ
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
。西

村
利
寿
課
長
補
佐
が
、平
成

25
年
度
事
業
を
報
告
、26
年

度
事
業
案
、同
予
算
案
が
提
案

さ
れ
、全
会
一
致
で
一
括
し
て
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

26
年
度
の
事
業
で
は
日
管

協
滋
賀
県
支
部
が
事
務
局
機

能
の一
部
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。27
年
度
に
公
開
す
る

同
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
や
広
報
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
幟（
の
ぼ
り
）な
ど
の
制
作
に

協
力
し
ま
す
。

６
月
26
日
、滋
賀
県
大
津
市

の
滋
賀
県
大
津
合
同
庁
舎
で

平
成
26
年
度
滋
賀
県
居
住
支

援
協
議
会
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
日
管
協

滋
賀
県
支
部
を
は
じ
め
県
内

の
不
動
産
関
連
業
界
、大
津
市

な
ど
県
下
の
地
方
自
治
体
な

ど
27
団
体
が
出
席（
委
任
状
含

む
）し
ま
し
た
。

協
議
会
会
長
で
滋
賀
県
土

木
交
通
部
住
宅
課
の
崎
山
薫

課
長
が「
協
議
会
は
県
下
30

相続対策、防犯、リノベ…多彩に
工
夫
凝
ら
し
て
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

兵
庫
県
支
部
は

上
級
相
続
支
援
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
福

岡
相
続
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
江
頭
寛
社
長
に
よ

る「
後
継
者
に
つ
な
ぐ
ア
パ
ー

ト・マ
ン
シ
ョン（
仮
題
）」。

相
続
問
題
に
経
験
が
深
く

「
相
続
人
に
嫌
が
ら
れ
な
い
資

産
の
残
し
方
」を
じ
っ
く
り
と

伝
授
。先
祖
代
々
の
土
地
な
ど

に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、買
い
替

え
る
な
ど
し
て
優
良
資
産
化
し
、

相
続
者
に
喜
ば
れ
る
相
続
の
手

引
を
語
って
も
ら
い
ま
す
。

続
い
て
兵
庫
県
警
本
部
の

暴
力
団
対
策
担
当
者
に「
暴

対
法
に
つい
て
、不
当
要
求
対
策

（
仮
題
）」を
テ
ー
マ
に
、暴
力
団

の
言
い
が
か
り
や
不
当
な
要
求

を
撥
ね
つ
け
る
対
処
法
を
教

え
て
も
ら
い
ま
す
。

25
日
の
滋
賀
県
支
部
は
上
級

相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
も

あ
る
松
本
智
兵
庫
県
支
部
長
が

「
後
継
者
に
喜
ば
れ
る
相
続
対

策
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。実
際
に

扱
っ
た
事
例
を
取
り
上
げ
て
、具

体
的
に
説
明
し
、オ
ー
ナ
ー
の
参

考
に
し
て
も
ら
う
狙
い
で
す
。

第
２
部
で
は「
社
会
変
化
に

応
え
る
賃
貸
経
営
」を
、こ
と

ぶ
き
法
律
事
務
所
の
塚
本
友

康
氏
が
講
演
し
ま
す
。

26
日
の
奈
良
県
支
部
も
松

本
兵
庫
県
支
部
長
が
、日
管
協

理
事
の
立
場
で「
管
理
業
務
の

現
況
と
こ
れ
か
ら（
仮
題
）」と

題
し
て
講
演
。

日
管
協
が
取
り
組
む
賃
貸

住
宅
管
理
会
社
の
登
録
制
度

や
賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士

の
国
家
資
格
化
と
管
理
業
務

の
標
準
化
、そ
し
て
空
家
対
策

な
ど
に
つい
て
解
説
し
ま
す
。

第
２
部
で
は
奈
良
県
警
本

部
の
警
察
官
に
よ
る「
奈
良
県

の
住
居
に
お
け
る
犯
罪
事
情

（
仮
題
）」を
説
明
、第
３
部
で

は
丸
和
不
動
産
Ｐ
Ｍ
課
員
が
、

最
新
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
技
術

な
ど
現
状
を
説
明
し
ま
す
。

◆ 近畿ブロック4県支部オーナーセミナースケジュール ◆
支部 日時 開催場所 テーマ 講師

兵庫県支部 10月18日
13時30分 神戸国際会館

後継者につなぐ
アパート･マン
ション
その他

福岡相続サポー
トセンター
江頭寛社長
ほか

滋賀県支部 10月25日
13時30分

草津市立まち
づくりセンター

後継者に喜ばれ
る相続対策
その他

相続支援研究会
副会長
松本智氏
ほか

奈良県支部 10月26日
13時 ホテル日航奈良

管理業務の現況
とこれから
その他

日管協理事
松本智氏
ほか

和歌山県支部 10月18日
予定 和歌山ビッグ愛 未定 未定

滋
賀
県
居
住
支
援
協
議
会
総
会
を
開
催

27
団
体
参
加　

支
部
が
事
務
局
機
能
一
部
担
う

滋賀県居住支援協議会総会

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー・シ
ー
ズ
ン
の
10

月
、自
社（
ハ
ウ
ス
プ
ロ
メ
イ
ン
）

の
社
長
の
座
を
温
め
る
間
も
な

く
、全
国
を
飛
び
回
る
大
忙
し

の
毎
日
が
続
き
ま
す
。

日
管
協
の
理
事
、相
続
支
援

研
究
会
副
会
長
で
も
あ
る
と
と

も
に
相
続
支
援
上
級
コン
サ
ル
タ

ン
ト
で
も
あ
って
、「
相
続
問
題
の

解
説
を
」の
講
演
依
頼
が
殺
到
。

分
か
り
や
す
く
ソ
フ
ト
な
語
り

引
っ
張
り
だ
こ
の

人
気

松
本
兵
庫
県
支
部
長 

大
忙
し

口
も
人
気
の
秘
密
で
す
。

10
月
は
25
日
に
奈
良
県
支
部
、

26
日
に
滋
賀
県
支
部
の
オ
ー

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
す
る
ほ

か
、宮
城
県
、沖
縄
県
支
部
か
ら

兵
庫
県

支
部
の
松

本
智
支
部

長
は
オ
ー

和
歌
山
県
支
部
の
会
員

ホ
ー
ム
ズ（
本
社・海
南
市
）が
、

空
家
管
理
事
業「
い
え
ぱ
と
」

を
８
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

全
国
の
空
家
が
８
２
０
万
戸

に
も
達
し
、資
産
価
値
の
低
下

は
も
ち
ろ
ん
、景
観
の
悪
化
、

犯
罪
の
温
床
化
や
火
災
の
心

配
な
ど
社
会
問
題
化
し
て
い

ま
す
。都
心
の
空
家
と
同
様
、

過
疎
地
で
も
高
齢
化
に
伴
う

空
家
が
猛
烈
な
勢
い
で
増
加
。

和
歌
山
県
内
で
も
大
き
な
問

題
に
な
って
い
ま
す
。

「
い
え
ぱ
と
」は
同
様
の
問

題
を
抱
え
る
福
井
県
小
浜
市

の
平
田
不
動
産（
日
管
協
会

員
）が
始
め
た
サ
ー
ビ
ス
。ホ
ー

ム
ズ
は
平
田
不
動
産
と
提
携
し

て
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
は「
基
本
コ
ー
ス
」が

１
カ
月
１
回
の「
外
回
り
巡
回
、

目
視
点
検
」、「
郵
便
ポ
ス
ト
整

理
」と「
報
告
書
送
付
」。サ
ー
ビ

会

員
企
業
の
動

向

　

住
宅
に
も「
介
護
」必
要
　

和
歌
山
県
支
部
ホ
ー
ム
ズ
が
空
家
管
理

ス
料
は
１
回
２
０
０
０
円（
税
別
）。

「
換
気・通
水
コ
ー
ス
」は
基

本
コ
ー
ス
に
、室
内
の「
換
気
」と

「
水
道
の
通
水
」を
加
え
て
、料

金
は
同
３
０
０
０
円（
同
）。こ

の
ほ
か
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て「
ま

る
ご
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」「
簡
易

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」「
草
む
し
り
」

「
庭
木
剪
定
」「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ

ロ
ッ
ク
設
置
」な
ど
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

同
社
の
小
切
康
至
専
務
は

「
空
家
に
も
高
齢
者
同
様
に
介

護
が
必
要
で
す
。〝
住
宅
介
護
〞

を
合
言
葉
に『
い
え
ぱ
と
』を
普

及
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。 放置すれば幽霊屋敷化

第
２
回
日
管
協
近
畿
ブ
ロッ

ク
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
９
月
17

日
、西
宮
市
の
六
甲
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
で
26
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
近
畿
保
証
サ
ー
ビ

ス
の
平
野
高
太
郎
社
長
が
グ
ロ

ス
77
、ネ
ッ
ト
72
・
2
で
優
勝
。

準
優
勝
は
横
江
三
郎
氏（
横

江
総
合
管
理
社
長
）、３
位
に

は
重
原
公
氏（
マ
イ
ナ
ビ
）が
入

賞
し
ま
し
た
。

松本智兵庫県
支部長

第
２
回 
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

近
畿
保
証
サ
ー
ビ
ス
平
野
社
長
が
優
勝

も
声
が
か
か
り
、そ
の
合
間
に
は

相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習

の
講
師
も
務
め
ま
す
。「
社
長
を

や
る
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
」と
、う

れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

日管きんき〈7〉兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県支部

                                          

                           

MERIT 1. 保険事務８０％以上の大幅軽減化を実現！(*当社内比較)  ご本業に専念して頂けます ★事務コスト削減利益の獲得 

MERIT 2. 管理会社向け通販システムでコンプライアンス遵守！  

MERIT 3. 地震保険で大震災時の事前クレーム対策！ 3.11東日本大震災に学ぶ、管理会社様の事前クレーム対策として必要です（南海トラフ対策） 

ＡＩＵ損害保険株式会社 西日本地域事業本部 大阪第三支店

大阪市北区天満橋１-８-３０ ＯＡＰﾀﾜｰ３４Ｆ ＴＥＬ.０６-６２４２-６３６０ お問合せ先 ： 服部・吉川・吉田

（公財）日本賃貸住宅管理業協会の会員様専用｢賃貸住宅管理業賠償責任保険｣は日管協様とＡＩＵのオリジナル商品です

  ＡＩＵは管理会社の皆様を強力にサポート致します  

  ■新規契約の通販システム（保険料コンビニ領収システム）
                                  ⇒管理会社様向け通信販売特約付帯の非対面型販売方式 ※対面販売しない管理会社様の対応策

≪不動産管理会社の代理店専用システム≫   ■更改契約の通販システム ★ＡＩＵからご入居者様へ更改キットを直送！更改申込書を省略！

★コンプライアンス対応は万全ですか？    ⇒更改時の保険申込書省略方式で保険事務を大幅に軽減 ※2006年コンビニ払込票の特許取得済

■異動解約サポートセンター            / 
                            ⇒解約時はお客様と弊社サポートセンターが通話料無料ダイヤルで返戻金送金等の直接対応を致します



日管協 近畿ブロック６支部の事務局
●大阪府支部〈地下鉄肥後橋駅下車歩10 分〉
　〒550-0002
　大阪市西区江戸掘 2 丁目 1 番 1 号 江戸堀センタービル
　セーフティジャパン・リスクマネジメント㈱内
　TEL.06-6225-9055　FAX.06-6225-9056
●京都府支部〈烏丸通沿いのビジネス街〉
　〒604-8162
　京都市中京区烏丸通六角下る七観音町 637
　インターワンプレイス烏丸 2 階
　TEL.075-211-4774　FAX.075-251-1144
　E-mail.kyoto@jpm.jp
　「相続・相談コーナー」も同フロアに。
●兵庫県支部〈阪急、阪神、JR 三宮駅から歩10 分〉
　〒651-0093
　神戸市中央区二宮町 1 丁目 2 番 3 号 マスダビル 5F
　（ハウスプロメイン内）
　TEL.078-222-0837　FAX.078-242-6656
　E-mail.koshino@hpm.co.jp
●滋賀県支部〈JR 瀬田駅から歩 8 分〉
　〒520-2144
　滋賀県大津市大萱 1 丁目 4-15 LIC ビル 3F 
　TEL.077-543-2868　FAX.077-543-3968
　E-mail.soumu@g-lic.co.jp
●奈良県支部〈近鉄西大寺駅歩すぐ〉
　〒631-0816
　奈良市西大寺本町 1 番 6 号（丸和不動産内）
　TEL.0742-36-0001　FAX.0742-36-0055
　E-mail.chintai@apaman.ne.jp
●和歌山県支部〈JR 和歌山駅より車約 10 分〉
　〒640-8390
　和歌山市有本 827-6（レンタルハウス内）
　TEL.073-424-1111　FAX.073-426-1081
　E-mail.rh-info@rentalhouse.co.jp

日
管
協  

今
年
度
の
重
点
活
動

本部事務局幹部より大阪府支部
総会で伝えられた重点活動

　

26
年
度
の
重
点
事
業
は
①

賃
貸
住
宅
管
理
業
者
登
録
制

度
の
法
制
化
と
賃
貸
不
動
産

経
営
管
理
士
の
国
家
資
格
化

の
推
進
。②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
徹
底
。③
空
き
家
流
通
管

理
促
進
の
研
究
。こ
れ
は
継
続

し
て
行
わ
れ
て
い
る
事
業
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
積
極
的

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会
で
説
明

　
6
月
に
行
わ
れ
た（
公
財
）日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会

（
末
永
照
雄
会
長
）の
会
員
総
会
で
今
年
度
の
重
点
活
動

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
を
受
け
て
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
す
ぐ
に
幹
事
会
を
開
き
、長
田
修
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
じ
め
、

各
理
事
か
ら
内
容
が
詳
し
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

登
録
制
度
の
法
制
化
や
管
理
士
の
国
家
資
格
化

な
情
報
発
信
や
友
好
関
係
団

体
と
の
連
携
の
強
化
。国
交
省

は
も
ち
ろ
ん
、他
の
不
動
産
組

織
と
情
報
を
交
換
、ま
た
共
有

し
て
市
場
の
安
定
化
を
図
る
。

内
部
で
は
全
国
支
部
長
会
議

な
ど
、各
種
の
会
議
を
開
催
し

会
の一
本
化
を
維
持
。そ
の
他
、

委
員
会
、研
究
会
活
動
を
さ
ら

に
積
極
化
し
て
賃
貸
住
宅
管

理
業
の
専
門
性
を
高
め
る
努

力
を
。研
修
や
調
査
の
対
象
は

細
か
く
分
か
れ
て
お
り
、そ
れ

ぞ
れ
特
化
し
て
深
く
追
求
、会

員
各
社
の
レ
ベ
ル
向
上
に
役
立

て
る
。

　

ブ
ロッ
ク
や
支
部
活
動
を
充

実
さ
せ
、全
国
の
14
ブ
ロッ
ク
は

本
部
の
活
動
方
針
を
同
時
に

　

4
8
0
万
戸
を
管
理
す
る

日
管
協
の
会
員
。こ
の
ほ
ど
発

足
し
た
国
交
省
の「
I
T
を
活

用
し
た
重
要
事
項
説
明
等
の

あ
り
方
に
係
る
検
討
会
」に
対

し
て
前
会
長
の
三
好
修
氏
か

ら
次
の
よ
う
な
要
望
事
項
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
い
な
い

時
代
の
重
要
事
項
説
明
は
対

面
が
義
務
で
あ
り
、必
然
の
行

為
。
時
代
は
変
化
し
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
確
立
。入

居
者
の
中
心
で
あ
る
若
年
層

に
は
不

可
欠
な

存
在
。

こ
う
し

た
時
代

受
け
止
め
、支
部
会
員
へ
徹
底

し
ま
す
。

　

26
年
度
の
日
管
協
新
役
員

が
次
の
よ
う
に
決
定
。▷
会

長
・
末
永
照
雄
氏
▷
副
会
長
・

塩
見
紀
昭
氏
▷
同・長
田
修
氏
、

同・西
田
光
孝
氏
、同・土
岐
勝

哉
氏
、同
・
冨
田
稔
氏
、同
・
今

野
幸
輝
氏
▷
常
務
理
事・宮
代

哲
一
氏
、同
・
宮
野
純
氏
で
す
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
関
係
で
は
長
田

修
氏（
株
式
会
社 

長
栄
）と
宮

野
純
氏（
株
式
会
社 

レ
ン
タ
ッ

ク
ス
）が
新
就
任
し
ま
し
た
。

I
T
の
活
用
で
国
交
省
へ
要
望

重
説
や
契
約
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

背
景
か
ら
賃
貸
住
宅
の
重
要

事
項
説
明
や
賃
貸
借
契
約
に

お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活

用
は
検
討
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

ら
れ
る
。検
討
会
に
お
い
て
も

十
分
に
活
用
を
前
提
に
議
論

を
進
め
て
ほ
し
い
」な
ど
と
要

望
し
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
業
界

全
体
で
今
後
も
慎
重
に
議
論

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

日
管
協
の
全
国
の
会
員
各

社
が
日
頃
か
ら
行
っ
て
い
る
研

究
活
動
を
年
に
1
回
、一
気
に

公
開
、各
社
の
事
業
活
動
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
今

年
も「
日
管
協
フ
ォ
ー

ラ
ム
2
0
1
4
」が

11
月
19
日（
水
）東
京

の
明
治
記
念
館
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
第
1
回
が
開

か
れ
、近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
も
京
都
と
大
阪

の
2
社
が
参
加
。全
国
か
ら
２

千
名
近
く
が
来
場
、今
回
は
２

千
5
0
0
人
を
目
指
し
て
の

開
催
で
す
。

　

本
部
の
専
門
委
員
会
や
研

究
会
、日
管
協
総
合
研
究
所
ら

の
セ
ミ
ナ
ー
を
予
定
。主
な
セ

ミ
ナ
ー
内
容
は
、I
T
研
究
会

に
よ
る「
L
I
N
E
活
用
」、高

齢
者
住
宅
研
究
会
の「
高
齢
者

入
居
促
進
」、国
際
交
流
研
究

会
の「
外
国
人
向
け
賃
貸
住
宅

ビ
ジ
ネ
ス
」、レ
デ
ィ
ー
ス
委
員

会
の「
人
材
育
成
」
、

「
第
5
回
J
P
M
夢
の

賃
貸
住
宅
学
生
コ
ン
テ

ス
ト
」は
空
き
家
再
生

を
テ
ー
マ
に
し
た
注
目

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

ま
た
、民
法
改
正
案

に
即
し
た
賃
貸
借
契
約

業
務
に
つ
い
て
研
修
委

員
会
が
江
口
正
夫
弁
護
士
を
講

師
に
招
い
て
対
策
を
。そ
の
他
、

日
管
協
認
定
の
上
級
相
続
支
援

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
事
例
発

表
な
ど
、セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
見

逃
せ
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
に
つ
い
て
は

直
接
日
管
協
本
部
fax
0
6
―

6
2
6
5
―
1
5
5
6
へ
。

全国から“フォーラム”に参加（前回）

今
年
も
「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

11
月
19
日（
水
）東
京
の
明
治
記
念
館
で
開
催

会
員
へアン

ケ
ー
ト
調
査

日
管
協
活
動
へ
効
果
期
待

地
方
の
支
部
の
声
を
聞
く

　
（
公
財
）日
管
協（
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
）は
今
夏
、全
国
の

各
支
部
会
員
に
向
け
て
日

管
協
活
動
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。地
方
の
支
部
会
員
か

ら
意
見
を
聞
き
、今
後
の
日

管
協
の
活
動
に
生
か
そ
う

と
い
う
試
み
。8
月
に
締
め

切
っ
た
あ
と
集
計
し
発
表
。

　

設
問
を
設
け
て
答
え
を

選
択
し
て
も
ら
う
方
式
。

情
報
提
供
の
重
要
度
、研

修
の
内
容
、会
員
の
交
流
、

講
師
の
派
遣
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
に
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

設
け
て
回
答
を
得
る
も
の
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
12
日（
水
）舞
洲
運
動
広
場
で

　

毎
年
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」。第
17
回
目
を

迎
え
る
今
年
も
11
月
12
日

（
水
）大
阪
北
港
の
舞
洲
運
動

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。仕
事

を
忘
れ
、チ
ー
ム一
丸
と
な
っ
て

の
試
合
は
高
校
球
児
に
も
負

け
ま
せ
ん
。

　

現
在
、参
加
者
を
募
集
中
で

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。参
加
募
集
は
16
チ
ー
ム

で
、優
勝
・
入
賞
に
は
豪
華
賞

品
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、混
成
チ
ー
ム
の
編
成
出
場

も
可
能
で
す
。近
く
説
明
会

が
開
か
れ
る
の
で
ル
ー
ル
な
ど

詳
細
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

三好修前会長

　

都
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
岡
本
秀

巳
社
長
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

に
切
り
替
え
た
そ
う
で
す
。

理
由
は
3
・11
以
降
の
節
電

省
エ
ネ
傾
向
へ
の
同
調
で
す
。

ガ
ソ
リ
ン
の
高
騰
は
経
済
破

綻
を
招
く
と
暑
中
の
挨
拶

で
明
言
。そ
う
い
え
ば
フ
ラ
ッ

ト
エ
ー
ジ
ェン
シ
ー
の
吉
田
光

一
社
長
も
早
く
か
ら
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
カ
ー
に
乗
っ
て
い
ま
し

た
。現
実
的
で
合
理
性
が
身

上
と
み
ら
れ
る
吉
田
社
長
の

に
は
ぴ
っ
た
り
か
と
。日
々
の

生
活
で
小
さ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
関
心
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
ね
。（
広
報
委
員
会
）

日管きんき〈8〉 近畿ブロック６支部

会員 入会金 年会費 補足

プレミア会員 100,000円 48,000円

本会の取扱商品を積極的に導入していた

だける方

（株式会社全管協共済会代理店として「入

居者総合安心保険プラス」の取り扱いが

必要です）

ナビ会員 140,000円 144,000円
全管協が推奨する賃貸管理ビジネスナビ

掲載商品を積極的に導入して頂ける方

パートナー会員 100,000円 360,000円 事前に登録商品の審査・承認が必要

［ 入会案内 ］

全国賃貸管理ビジネス協会の活動は、支部活動、新事業新商品開発、少額短期保険の促進を中心

に、賃貸ビジネスの発展を目指す関連団体との協力体制によって構成されています。
会員数 社

※その他詳細はお問い合わせください。※ナビ会員、パートナー会員は別途消費税がかかります。

◆日本最大の少額短期保険会社を活用
全管協にご入会いただくことで、㈱全管協共済会の家財保険のお取り扱いが可能となります。

㈱全管協共済会は、少額短期保険としては日本最大のグループ保有件数（100万件）を誇ります。

お勧めしやすい
シンプルな商品高い代理店手数料

1K、2LDK等の、間取りにより定型の３コースを選択最高50％の手数料

事務効率を支援するWEB型
代理店システム

計上業務や事故受付等をペーパーレス化

賃貸管理業界の一歩先を行く

日本最大のネットワークを活かし、

地域社会への貢献と会員の発展を支援します

素早い事故対応
専任担当者が
業務サポート

賃貸住宅専門のプロの
事故対応者が対応

契約更新業務は申込書不要！
多様な保険料の払込方法

満期案内を会社が直送。お客様の保険料
払い込みにより契約成立。

代理店業務に精通した専任
アドバイザーが訪問ご支援

全国賃貸管理ビジネス協会関西支部 〒533-0013 大阪市東淀川区豊里2-25-8 TEL:06-6326-3988


